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KOD DNA Pol ymer ase
作成： 2009年7月9日

改訂： 2022年10月1日
整理番号 0454A

１ ． 製品及び会社情報
製品名 KOD DNA Pol ymer ase

製品コ ード

会社名

住所

担当部門 バイ オ事業総括部
電話番号 06-6348-3786( 国内) 、 06-6348-3846( 海外)
FAX番号 06-6348-3833

推奨用途および使用上の制限

２ ． 危険有害性の要約
重要危険有害性

有害性

GHS分類
物理化学的危険性 引火性液体
健康有害性 急性毒性（ 経口）

皮膚腐食性・ 刺激性
眼損傷・ 眼刺激性

環境有害性

３ ． 組成、 成分情報
単一製品・ 混合物の区別 混合物
化学特性

パーツ名 主要成分 CAS No.  ( EC No. )
酵素 ( EC 2. 7. 7. 7)

9016-45-9

グリ セロール 56-81-5
77-86-1

9002-93-1

25mM MgCl 2 塩化マグネシウム 7791-18-6

1927-31-7
102783-51-7
93919-41-6
18423-43-3

危険有害成分
化学名又は一般名 グリ セロール ポリ （ オキシエチレ

ン） ＝ノ ニルフ ェ ニ
ルエーテル

ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝オク チルフ ェ ニ

ルエーテル
別名 グリ セリ ン ノ ニデッ ト P-40 Tr i t on X-100
　 含まれるパーツと 含有量 KOD DNA Pol ymer ase

： 50%
KOD DNA Pol ymer ase

： 0. 1%
10x PCR Buf f er ： 1. 0%

化学特性 CH2OHCHOHCH2OH 特定でき ない 特定でき ない

CAS番号 56-81-5 9016-45-9 9002-93-1
官報公示整理番号 化審法： 2-242 7-172 7-172
                安衛法： 公表 公表 公表
化学物質管理促進法
　

該当し ない 1-410
 

1-408　 ※
労働安全衛生法
  

該当し ない 該当し ない 該当し ない
毒物劇物取締法
　

該当し ない 該当し ない 該当し ない

区分に該当し ない（ 分類対象外）
区分に該当し ない（ 分類対象外）
区分に該当し ない（ 分類対象外）

デオキシシチジン三リ ン酸

ト リ ス（ ヒ ド ロキシメ チル） アミ ノ メ タ ン

KOD DNA Pol ymer ase

安全データ シート

KOD-101

DNA増幅のためのPCRキッ ト （ 研究用試薬）

酵素、 基質等の水溶液

通常の状態では人の健康に対する有害な影響は小さ いが、 有害性
の調査が十分ではないので、 取扱いには注意する。

大阪市北区梅田一丁目１ ３ 番１ 号　 大阪梅田ツイ ンタ ワーズ・ サ
ウス

区分に該当し ない（ 分類対象外）

東洋紡株式会社

区分に該当し ない

10x PCR Buf f er

ポリ （ オキシエチレ ン） ＝オク チルフ ェ ニ
ルエーテル

ポリ （ オキシエチレ ン） ＝ノ ニルフ ェ ニル
エーテル

2mM dNTPs デオキシアデノ シン三リ ン酸

デオキシグアノ シン三リ ン酸
デオキシチミ ジン三リ ン酸

※上記の化学物質による PRTR届出のための排出・ 移動量の把握は

平成２ ２ 年４ 月から の開始です。 平成２ １ 年度分の届出は政令改
正前の第一種指定化学物質に基づき 行う 必要があり ます。
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４ ． 応急措置
吸入し た場合

皮膚に付着し た場合
目に入っ た場合

飲み込んだ場合

５ ． 火災時の措置
消火剤 水、 二酸化炭素、 泡消火剤、 粉末消火剤
使っ てはなら ない消火剤 情報なし

６ ． 漏出時の措置
人体に対する注意事項

環境に対する注意事項

封じ 込め及び
　 浄化の方法及び機材

７ ． 取扱い及び保管上の注意
取扱い

技術的対策
局所排気・ 全体換気
注意事項
安全取扱い注意事項 取扱い場所を 常に整理整頓し 、 清潔に保つ。
接触回避

保管
適切な保管条件
安全な容器包装材料 本製品に使用さ れている容器内で保管する。

目、 皮膚、 衣服への接触を 避け、 取扱い後は充分洗浄する。

可能な限り 、 減圧で吸引し たり 、 ウェ スなどに吸収さ せて密閉式
の空容器に回収し 、 その後、 大量の水で洗い流す。

人体への接触を 避けるよう 十分に配慮する。

目、 皮膚への接触、 吸入を 避ける。

眼に入っ た場合、 水で数分間注意深く 洗う こ と 。 次にコ ンタ ク ト
レ ンズを 着用し ていて、 容易に外せる場合は外すこ と 。 その後も
洗浄を 続けるこ と 。 眼の刺激が持続する場合は医師の診断、 手当
てを 受ける。

多量の水で十分洗い流す。

可能であれば吐き 出さ せ、 直ちに医師の手当てを 受ける。

消火は風上から 行う 。
大規模な火災の場合は呼吸用保護具を 着用する。

消火を 行う 者の保護

直ちに新鮮な空気のある場所に移し 、 気分が悪く なっ た場合は医
師の診断を 受ける。

適切に換気し保護具を着用し取扱うこと。

情報なし

可能な限り 回収する。 回収後多量の水を 用いて洗い流す。

密閉容器にて-20℃で保管する。
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８ ． 暴露防止及び保護措置
許容濃度 グリ セロール

( ミ スト )
ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝ノ ニルフ ェ ニ

ルエーテル

ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝オク チルフ ェ ニ

ルエーテル

　 日本産業衛生学会勧告値 設定さ れていない 設定さ れていない 設定さ れていない

　 ACGI H　 TLV 10mg/m3 設定さ れていない 設定さ れていない

　 OSHA PEL t ot al  dust :

15mg/m3TWA
r espi r abl e f r . :

5mg/m3TWA

設定さ れていない 設定さ れていない

保護具
呼吸器の保護具 必要に応じ てマスク を 着用する。
手の保護具 ゴム手袋を 着用する。
目の保護具 保護眼鏡を 着用する。
皮膚及び身体の保護具 必要に応じ て実験用の被服等を 着用する。

９ ． 物理的及び化学的性質

無色透明。

臭い ほと んど無臭

臭いの閾値 データ なし
pH 7. 0～9. 0

融点・ 凝固点 データ なし

沸点・ 初留点、 沸騰範囲 データ なし

引火点

蒸発速度 データ なし

燃焼性( 固体、 気体) データ なし

爆発範囲 データ なし

蒸気圧 データ なし

蒸気密度 データ なし

比重( 相対密度) 1. 0-1. 2 g/cm3

溶解度 水に可溶

データ なし

自然発火温度 データ なし

分解温度 データ なし
粘度( 粘性率) データ なし
その他のデータ データ なし

n-オク タ ノ ール/水分配係数
（ Pow）

水溶液のため引火性はないと 考えら れるが、 KOD DNA Pol ymer ase
は水分蒸発後160℃の引火点を 持つグリ セロールが残留する。

外観（ 物理的状態、 形状、
色）

KOD DNA Pol ymer aseは-20℃以上で液体。 10x PCR Buf f er 、 25mM
MgCl 2及び2mM dNTPsは常温で液体、 -20℃では固体。
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１ ０ ． 安定性及び反応性
安定性 -20℃で安定

反応性

化学的反応性、 化学的安定性 -20℃以下で安定

危険有害反応可能性 データなし
避けるべき 条件

混触危険物質 データ なし

危険有害な分解生成物 データ なし

１ １ ． 有害性情報
急性毒性 データ なし
皮膚腐食性及び刺激性

呼吸器感作性 データ なし

皮膚感作性 データ なし

生殖細胞変異原性 データ なし

発がん性 データ なし
生殖毒性 データ なし

データ なし

データ なし

誤えん有害性 データ なし

各成分の有害性情報
グリ セロール ポリ （ オキシエチレ

ン） ＝ノ ニルフ ェ ニ
ルエーテル

ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝オク チルフ ェ ニ
ルエーテル

急性毒性( LD50) マウス経口：
4090mg/kg

ラ ッ ト 経口：
1800mg/kg

ラ ッ ト 経口：
12. 6g/kg

皮膚腐食性及び刺激性 ウサギ： 500
mg/24hr : Mi l d

付加モル数２ ～９ の
場合の原液が中程度
から 強度の刺激性

データ なし

眼に対する重篤な損傷性又
は刺激性

ウサギ： 500
mg/24hr : Mi l d

付加モル数２ ～９ の
場合の原液が中程度
から 強度の刺激性

データ なし

呼吸器感作性 データ なし データ なし データ なし
皮膚感作性 データ なし データ なし データ なし
生殖細胞変異原性 データ なし データ なし データ なし
発癌性 データ なし データ なし データ なし
生殖毒性 データ なし データ なし データ なし

特定標的臓器毒性( 単回ばく 露データ なし データ なし データ なし

特定標的臓器毒性( 反復ばく 露データ なし データ なし データ なし

誤えん有害性 データ なし データ なし データ なし

通常の条件下では安定である。

眼や皮膚の粘膜を 刺激し 、 結膜炎などの炎症を 起こ す可能性があ
る。

眼や皮膚の粘膜を 刺激し 、 結膜炎などの炎症を 起こ す可能性があ
る。

高温、 直射日光、 火災などによる強熱、 強酸化剤、
剤

特定標的臓器毒性( 反復ばく
露)

エチレ ンオキシド の
付加モル数により 、
毒性値が著し く 異な
る。 1300mg/kg( 付加
モル数10の場合) 、
15900mg /kg( 付加モ

ル数20の場合) 。

眼に対する重篤な損傷性又は
刺激性

特定標的臓器毒性( 単回ばく
露)
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１ ２ ． 環境影響情報
生態毒性 グリ セロール ポリ ( オキシエチレ

ン) ＝ノ ニルフ ェ ニ
ル＝エーテル

ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝オク チルフ ェ ニ
ルエーテル

魚類（ ニジマス） ：
LC50( 96hr )  54g/L
魚類（ 金魚） ：
LC50( 24hr ) ＞5g/L
甲殻類（ オオミ ジン
コ ） ： EC50( 24hr ) ＞
10g/L
藻類（ 紅藻） ：
EC50( 28hr )  4. 6g/L

鎖長によっ て毒性が
異なる。
甲殻類（ ミ シッ ド
シュ リ ンプ）
LC50( 48hr ) =0. 11mg/
L
魚類（ ブラ ウンマ
ス）
LC50( 96hr ) =1g/L

魚類 ( ブルーギル)
LC50/96H 3 mg/L

残留性・ 分解性

生体蓄積性 生体蓄積性はないと 考えら れる。

土壌中の移動性 水溶性あり 、 水系に拡散する。
オゾン層への有害性 データ なし
環境基準 データ なし

他の有害影響 データ なし

１ ３ ． 廃棄上の注意
廃棄方法

汚染容器・ 包装

１ ４ ． 輸送上の注意
国際規制

海上 非危険物

航空 非危険物
国内規則

陸上 非危険物
海上 非危険物
航空 非危険物

グリ セロールや酵素、 基質等、 良分解性である。 ポリ （ オキシエ
チレ ン） ＝ノ ニルフ ェ ニル＝エーテル、 ポリ （ オキシエチレ ン）
＝オク チルフ ェ ニルエーテルは易分解性ではない。

運搬に際し ては容器に漏れのないこ と を 確かめ、 転倒、 落下、 損

傷がないよう 積み込み、 荷崩れの防止を 確実に行う 。 -20℃以下で

保存し、輸送する。

輸送の特定の安全対策及び条
件

都道府県知事の許可を 受けた産業廃棄物処理業者に処理委託する
こ と が好まし い。 本製品の低濃度廃水は活性汚泥処理を 行う こ と
ができ る。 焼却する場合には、 焼却設備により 大気汚染防止法令
等に従い、 おがく ずなどに吸収さ せて焼却炉で少し ずつ焼却す
る。

その施設・ 地域の廃棄規則に準じ て廃棄する。
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１ ５ ． 適用法令
第３ 種監視化学物質

グリ セロール ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝ノ ニルフ ェ ニ
ルエーテル

ポリ （ オキシエチレ
ン） ＝オク チルフ ェ ニ
ルエーテル

化審法 －
第３ 種監視化学物質

消防法 危険物第4類引火性
液体第3石油類水溶
性液体

非該当 非該当

化学物質排出把握管理
促進法

非該当 法第2条第2項、 施行
令第1条別表第一種
指定化学物質

法第2条第2項、 施行令
第1条別表第一種指定
化学物質

海洋汚染防止法 非該当 環境省告示・ 査定物
質( Y類同等の有害液
体物質)

環境省告示・ 査定物質
( Y類同等の有害液体物
質)

欧州REACH規制 該当し ない 高懸念物質 高懸念物質

１ ６ ． その他の情報

参考文献

ACGI H( 7t h, 2001)

制約事項

｢労働安全衛生法対象物質全データ ｣化学工業日報社（ 2000年）

記載内容は現時点で入手でき る資料、 情報、 データ に基づいて作
成し ており 、 新し い知見により 改訂さ れるこ と があり ます。 ま
た、 注意事項は通常の取扱いを 対象と し たも のですので、 特別の
取扱いを する場合は用途・ 用法に適し た安全対策を 実施の上、 ご
利用下さ い。 記載内容は情報提供を 主目的と するも のであっ て、
保証するも のではあり ません。

｢化学物質管理促進法対象物質全データ ｣化学工業日報社( 2000年)

輸送に関する法規制は、 14. 輸送上の注意の項参照。
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